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研究成果の概要（和文）：2010 年に勃発から 100 年を迎えたメキシコ革命に関しては、これま
で多くの研究蓄積があるが、かつては革命の後継者を標榜する政治勢力が政権を握っていたこ
とから、ともすると党派的議論が展開されがちであった。しかしながら、今日では民主化過程
の進展により、その意義について客観的に検討することが可能となっている。本研究は、メキ
シコ研究者とメキシコ以外のラテンアメリカ地域を専門とする研究者の共同作業を通じ、メキ
シコ革命の歴史的総括と現代的意義について通時的・地域横断的な再検討を行なったものであ
る。

研究成果の概要（英文）：In relation to the Mexican Revolution an immense quantity of
literature has been presented in the course of one hundred years since it erupted in 1910.
It was once a politically polemic topic given that the political force which insisted to be its
legitimate successor seized the power for a long time. However, the development of
democratization in the country has permitted relatively more objective discussion on it.
This research program, in which participated not only Mexicanists but also researchers
specialized in Latin American countries other than Mexico, has explored the historical
process of the Revolution and tried to reexamine its significance and implications for
today’s Mexico chronologically as well as cross-sectionally.
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史の最重要事項のひとつと位置づけられ、メ
キシコ国内はもちろんのこと欧米各国にお
いても膨大な研究蓄積が存在している。メキ
シコ革命はきわめて多様かつ多面的な性格
を有するものであり、研究が進むとともに、
革命の一側面を取り上げてその指摘展開や
意義を詳細に記述・分析した研究、また地方
史的な手法でミクロな視点から革命の一側
面を微細に記録した研究が主流となってき
た。これらの研究は、従来見落とされてきた
細かな事例、さらにはナショナリズム史観的
水座からは軽視されてきた側面に光を当て
たものと評することができ、決して軽視でき
るものではない。

しかしながら、メキシコ革命の包括的理解
という点に関しては、それがきわめて政治的
ないし党派的イシューであり続けてきたこ
ともあって、議論が限られてきたということ
ができる。例えば「メキシコ革命」とは何で
あったのかについてはもちろん、革命がいつ
終了したのかという基本的な論点について
すら、緒論が並列的に、ないしは一方的に述
べられたことはあっても、学問的なコンセン
サスが得られているとは言い難い状況であ
った。

メキシコでは「革命の遺産」を政治的資源
としてほぼ独占してきた制度革命党(Partido
Revolucionario Institucional: PRI)が 2000
年に下野したことから、メキシコ革命の学問
的評価・解釈に際しての党派的就縛は薄らい
だ。このことからも、本研究を開始しようと
していた時期において、メキシコ革命の包括
的な理解を図るには望ましい環境が整いつ
つあったということができる。

２．研究の目的
本研究は以下の諸点を明らかにすること

を企図していた。

(1)メキシコにおける政策決定者が「メキシコ
革命」をどのようなものとして捉え、またそ
の名の下に何を実現しようとし、どのような
社会の建設を構想していたのかを、同時代的
な文脈において理解すること。

(2)国際比較の観点を導入し、メキシコでは革
命を通じて対処しようとした各点について、
他のラテンアメリカ主要国ではどのような
対応がとられていたのかを把握すること。

(3)メキシコ革命が、特に米州各国にどのよう
な影響を及ぼし、またどのような影響を受け
ていたのか、その相互作用を抽出すること。

３．研究の方法
本研究は、政治学、経済学、社会学など隣

接諸科学の方法論ならびに研究成果を活用

しつつ、現地調査を中心とする地域研究の手
法を用いて研究を推進してきた。その際に、
とくに意識されたのは、以下のような諸点で
ある。

(1) 現地主義に基づく地域研究的手法の重
視：現地の図書館・文書館等における資料探
索、現地専門家へのインタビュー調査、フィ
ールドワークなどを積極的に実施した。

(2)国際比較手法の重視：本研究の特徴は、
メキシコを主な研究対象とする研究者のみ
ならず、同国以外のラテンアメリカ諸国を専
門とする研究者、さらには比較政治学の分野
でメキシコと域外諸国との比較を長きにわ
たり行ってきた研究者が共同で参画した点
である。個別に行った研究の中間成果は、必
然的に専門領域・専門地域を異にする研究者
の間で討議されることになり、メキシコ革命
認識の相対化に資することとなった。

４．研究成果
本研究は、本年に勃発から 100 周年を迎え

たメキシコ革命の包括的理解とその現代的
意義の把握を目指したものであったが、その
際に、メキシコ国内で議論ないし理解されて
いるメキシコ革命像を把捉することはもと
より、南北アメリカを中心とする対外関係が
メキシコ革命に与えた作用ならびにメキシ
コ革命が 20 世紀の世界の動向に及ぼした影
響をも視野に含めることを通じ、より立体的
なメキシコ革命像の構築を企図して研究が
推進されてきた。本研究により、わが国にお
けるメキシコ近現代史の理解にひとつの貢
献をなすことができたと考えられる。

本研究の最終的な成果は、2010 年 3 月に刊
行した図書（堀坂浩太郎、岸川毅編『メキシ
コ革命の 100 年 歴史的総括と現代的意義』
上智大学イベロアメリカ研究所、2010 年）と
して取りまとめられた。そこでは、総論「メ
キシコ革命とはどのような革命か」に続き、
石油産業の再編および民主化過程の進展と
いう現代的事象を「革命の遺産」として捉え
る 2論考、メキシコ映画に描かれた革命像を
検討することでその捉えられ方の変遷を探
る論考、革命期の経済史を通覧する中でそれ
を「米国モデル」の探求と位置づけた論考、
そしてメキシコ革命を台湾の革命党体制お
よびキューバ革命と比較することにより、メ
キシコ革命の相対化を図った 2論考が掲載さ
れ、メキシコ革命とそれに続く時代を立体的
に捉えることに成功したと考えている。

この最終成果に至るまでには、その中間成
果の一部を上智大学公開講座の一環として
（「メキシコ革命とは何だったのか―100 年
の軌跡と展望―」、2008 年 10 月～2009 年 1
月）広く社会に還元し、その受講者からも有



意義なフィードバックを得ることができた。
また 2009 年 6 月には日本ラテンアメリカ学
会第 30 回定期大会において 2 つのパネル
（「メキシコ革命を再考する」および「革命
と現代のメキシコ」）を組織し、そこで中間
成果発表を行うとともに、同僚ラテンアメリ
カ研究者との討議の機会を得ることができ
た。このように学界および社会一般に対し研
究成果を問うたことで一定の問題提起を行
うことができたと考えている。
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